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３ はじめの言葉 

 
４ ハード寿命の陰で 

ないがしろにされているソフト         田原文夫 

どんなものにも寿命はある。システム機器ばかりではない。データファイルの記録媒体

についてもである。メインフレーム活用時代、大容量のデータ記憶媒体の主流は MT（磁

気テープ）だった。しかし、記録能力維持能力の限界を知らされていた現場では、一年に

一度、MT への書き直し（リライト）作業をしていた。それが常識だった。電子媒体であ

るディスクや SD、USB メモリも、CD、DVD でも、記録能力に寿命がある。問題は、記

録媒体の寿命だけではない。システム機器導入ともに提供されるソフトウェア資産である

データ資産についても寿命があることだ。ユーザーが一番大事にしているのは、ハード資

産ではなくソフト資産なのだ。 

 
１０ 情報社会を考える その８４ 

情報社会作りに、どう関与し、どう貢献していくか    編集部 
周辺国の軍事脅威と日本政府の対応 
憲法改正を一番の政治信条としてきた安倍政権だが、身辺に巡る疑惑問題で吹き飛びそ

うになっている。そんな中、9 月 29 日早朝、北朝鮮が日本領土上空を越えて太平洋に着弾

するミサイルを発射した。J アラートが作動したとして、マスコミも朝から大騒ぎだった。

安倍首相はというと、改めてというか「国民の生命と財産を守るため万全を期していく」

と、お定まりのセリフを、今度も繰り返していただけだった。加えて、「北朝鮮の動きは、

当初から把握できていたし、（頭上を通過した）ミサイルの動きもつかんでいた」と強調

して見せた。 
 
１２ オープンガバメント OG 45 

情報社会をすすめる       その 79        水田 浩 

1990 年代に紙によるワークフローをデジタルにして、メインフレームと端末を使って

事務系、技術系で個別に行われるようになり、1995 年代にはインターネットが世界中で

使えるようになってきた。そして、個別に開発されたシステムをより早く、より安く、よ

り良くつかうために製品やシステムのライフサイクル全体の統合化を模索するようにな

っていた。そして、産業別、国別のシステムとデータを世界共通にしてより生産性の高い

ビジネスをするために、世界共通の情報基盤を作らなければならないという認識が世界中

で起こっていた。そこで、CALS の一つの製品、システム、サービスを全ライフサイクル

で、「情報は一度つくって、幾度も使う」という運動は世界規模で受け入れられた。一つ

の CALS という概念（言葉）で 1995 年から 2005 年に掛けて世界中が一つになって運動

を起こすようになった。 
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１８ 連載 アーキテクチャ論 （77） 

ArchiMate3.0                    山本修一郎 

         国立大学法人 名古屋大学 情報連携統括本部 情報戦略室 教授 

本連載31から36回でオープングループ（TOG, The Open Group）によるエンタープライ

ズアーキテクチャ（EA, Enterprise Architecture）記述言語であるArchiMate2.0（アーキ

メイト）を説明した。今回は、2016年に公開されたArchiMate3.0 の概要とその記述例を

説明する。2016年に公開されたArchiMate3.0仕様では、モチベーション（動機）要素や実

装移行要素などの拡張要素が言語仕様の中に統合されるとともに、新たに、戦略要素と物

理要素などが拡充されている。 
 

２７ 連載 日本再生と人材育成 

人口減少／少子高齢化時代への挑戦 最終回（その３２） 

人材フル発揮のための就職/転職のステップとポイント 
総括                         Dr.ベスト 

日本の人口減少/少子高齢化時代の原点にもどると、この先一人ひとりは極めて貴重な人

材（人財）であり、その意思と能力をいかにフル発揮できる仕事に就き、その活動を通し

て最大限の成果が得られるような働く仕組みを準備・提供していくかが喫緊の課題である

といえよう。人口減少／少子高齢化時代おいて最も重要なことは、数少ない人材のほとん

ど全員が自分の意思と能力にマッチした仕事に就き、その意思と能力がフルに発揮される

ような状態が実現できることである。 
 

３８ IT 新時代とパラダイム・シフト 

   第９４回 ゲノム医療を主導した 

オバマ大統領とビッグデータの活用        根本忠明 

昨年 NHK の放送で、遺伝子解析によるゲノム医療が大きな注目を集めた。癌医療の革

命と云われ、スパコンや AI によるビッグデータ解析が不可欠な医療である。残念ながら、

日本のゲノム医療は、欧米諸国だけでなく中国や韓国にも遅れている。遅れの原因は医療

と IT の融合領域を主導できるトップの不在にある。この領域でアメリカが世界をリード

してきたのは、医療改革と先端的な IT の推進を目指したオバマ大統領の存在が大きい。

後発組の日本や日本企業にとってもチャンスはある。これまでの経緯と現状を報告する。 
 
４１ 続インテリジェンスへのいざない 92 

適切な事実データの収集は 

適切な情報公開がもたらす          今井 武 

人材不足だと言いながら、依然として低賃金に苦しむ労働者が多い日本である。何故賃

金的に優遇されないのか。真実が見えてこない。J アラートが北朝鮮のミサイル発射を告

げた。しかしその後の関連情報はない。国民に知らされないことが多すぎる。事実データ

／情報の入手については、一般国民を惑わす日本版フェイクニュースが横行しているのも

気にかかる。 
 

４４ 連載 四字熟語力トレーニング            すぎやまチヒロ 
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案内／お知らせコーナー 

 

セミナー／講演会の講師紹介 
 

ユーザー会/各種研究会/勉強会における 
セミナー/講演会での講師をご紹介致します。 

 

クラウドサービス導入前のチェックポイント 

クラウドサービスは果たしてＴＣＯ削減に寄与するか 

レガシーマイグレーションの進め方と留意点 

これからの企業情報システム構築のポイント 

これからの金融情報システムの課題 

役に立つ情報管理の実践と課題 

情報セキュリティ監査の受け方／臨み方 

リポジトリーベースのシステム資源管理 

その他 クラウドサービス導入にお悩みの方 

など 各種カウンセリングも承ります 
 
 
ご質問／何でも相談は下記まで 

株式会社 日本経営科学研究所 
ＣｏｍｐｕｔｅｒＲｅｐｏｒｔ編集部 

cr-info@jmsi.co.jp 
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